
志茂茄竹格田本 :マカクを中心に約30体分のEf料を収

爪した｡大部分は所内で死亡したものの再利用の形で作

成されたものであろが.1執 現地へおもむいて収狐し

た野生こホンザル竹格も含まれている｡

4.研 究 活 動

形態基礎研究部門

近藤四郎 ･岩本光雄

渡辺 毅 ･真家和生

研 究 概 要

1) 惑長茄の姿勢およびロコモーシFンの比較生機構学

的研究

近藤四郎 ･苅家和生

前年までに引きつづき.横柄形態学的祝点から現生C2
長原の locomotoradaptation を明らかにする目的で,

穴験的研穴を進めた｡すなわち.2校のテナガザル各 1

孤を用い.歩行台上二足少行時の映画記録と平行して.

下腿筋の肪活動を記録した｡データを関節迎動 ･渉調 ･

渉何･肪活動の諸関係から分析し.従来行ったクモザル

やチンパンジーなどについての結果との比較考矧 こ入っ

ている｡なお.本研究は,岡田守彦 (筑波大 ･休符科学

罪).山崎信等 (段応大 ･エ)らとの共同研究として巡

めており (前年度までの年報を参m).1978年度に.床

反力に関する計測等のデータに加えてまとめを行う予定

であろ｡

2) 旧世界ザル.特にマカクに関する形質入獄学的研究

岩 本 光 雄

主として野生ニホンザルに関して研究を進め.乳歯期

にニホンザルの発育に関するデーター (歯式と生体計測

の結果)のとりまとめを行ったほか.秋吉台出土のニホ

ンザル古付.ならびにニホンザルの皮膚隆線系に関する

研究を進めた (総統)｡

3) 詔長類の成長に関する研究

渡 辺 毅

生体計抑 こもとづくニホンザルの成長パターンを明ら

かにする研究の一環として,高崎山において野外調査を

行なった｡主として若令個体を中心に約70例の資料を得,

日下.分析 ･整理を行ないつつある｡

4) エチオピア国における現生ならびに化石詔長潮に関

する研先

岩 木 光 雄

継杭研死として現地出張の予定で邸閑を巡めたが.現

地政mの想化から出発田前に諏丑の実施を断念した｡従

来のFI料によろとりまとめとして.現生ヒヒ等の分布の

検討.ならびに調査対称となった野生ヒヒの形態学的特

徴に関する田爪を行った｡

5) 新世界ザルの系統学的 ･形態学的研究

渡 辺 毅

ケナガクモザルに関する孤灯計測と統計的処理を行い.
性芸と成長の佃点から巧窮を行った｡これまでに行って

きた新ttt界ザルの形態学的研死を性的二型の観点からま

とめた｡また.11月より3月までコロンビアにおいて第

3紀上部中新世地層の発掘.W丑を行った (系統研究部門

淑戸口烈司氏,独協医大茂原†訂生民との共同調査)｡

総 説

1) 近藤四郎 (1977):盟長獄の迎 化一 矧 こロコモーシ

ョンからみて-｡既床科学,13110,131311319.

2) 近藤四郎編著(1977):日本人の起酢と逃化｡日本人

の生活と適応性シt)-ズ 1｡社会保険新報杜.穴京｡

3) 岩本光雄 (1977):現生霊長類の分類と分布｡"人前

学調度,茄2怨(霊長類)" ,pp.3-12.碓山l札 文京｡
4) 岩木光雄(1977)･･:アウストラロピテクス村｡ ●̀形Tf

･退化･D長狭" (加藤泰安 ･伸銅).pp.81-97,
中央公約社.苅京｡

5) 波辺 叡(1978):詔艮湖の性的二型｡生物科学.30,

16-23.

論 文

1) 岡田守彦 ･石田英文 ･木村fl･近藤四郎(1977):

詔正村の′ヾイペダリズムに関する比較迎動学的研究｡

"邦2回姿勢シンポジウム的文銀.人間と技術者'.
pp.283-290.

2) Lealem,B.andM.Iwamoto(1977):Thedistri･
butionalstatesorccrcopilhccoidprimatesinEthl･

opia･"エチオピアにおけるヒヒ対 のFE閃関係,と

くに郡問雑酔 こついての比較研究〝,京大詔長狭研

究所エチオピア隊軌 pp･5120.

3) 岩本光雄(1977):アヌビスヒヒとマントヒヒの形想

学的特徴･京大霊長類研究所エチオピア隊m.pp.

67-73.

4) 岩本光雄(1977):乳鍋肌ニホンザルにおけるL虫列と

身体発育の状態について｡入獄学祁払85,281-291.

学 会 発 表

1) ケナガクモザルにおける性差と年令変化

渡 辺 毅

第31回日本人顕学会日本民族

学会連合大会 (1977)

神経生理研究部門

久保田競 ･松波謙一

酒井正樹 ･三上茸允

1) 下側頭回及び前頭前野の神足生理学的研究
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